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限度付き保証および責任限度
ご購入後 1 年間、ここで特に明記していない限り、
フルーク･ネットワークスの本体各製品の材料およ
び製造工程には欠陥が無いことを保証します。
CableIQ ワイヤーマツプ・アダプタ一の保証期問も、 
購入日からー年問です。部品、アクセサリー、製品
の修理、および点検に関する保証期間は、特に明記
していない限り 90 日間です。ニッカド、Ni-MH お
よびリチウムイオン･バッテリー、ケーブル、その
他の周辺装置は、部品またはアクセサリーとして扱
われます。この保証は、事故、不注意、誤用、改
造、汚染された状況下での使用、もしくは異常な操
作や取り扱いによって生じた損傷については適用さ
れません。指定販売業者が、フルーク･ネットワー
クスに代わって付加的な保証を与える権限はありま
せん。
保証期間中にサービスを受けるには、最寄りのフ
ルーク･ネットワークス認定サービス･センターにご
連絡の上、返送に関する承認を得た後、問題点の説
明を添えてサービス･センターに製品をご返送くだ
さい。
指定販売業者一覧は、 www.flukenetworks.com/
wheretobuy にてご覧いただけます。
本保証はお客様への唯一の保証内容です。特定の目
的に対する適合性など、その他の保証を明示または
黙示するものではありません。フルーク･ネット
ワークスは、いかなる原因または理由においても、
本製品の使用から生ずる特例的、間接的、偶発的、
または派生的な損害または損失に対する保証の責任
を負いません。
一部の国や州においては、暗黙の保証に制限を付け
ること、あるいは偶発的または必然的な損傷を除外
したり限定したりすることを許していないため、本
保証における制限および除外は、すべてのお客様に
適用されるわけではありません。
4/15-CIQ

フルーク･ネットワークス
PO Box 777
ワシントン州エベレット 98206-0777
米国

http://www.flukenetworks.com/wheretobuy
http://www.flukenetworks.com/wheretobuy


CableIQ
™

 Qualification Tester

スタートガイドの利用
このガイドには、テスターをすぐに利用するための基本
的な情報が記載されています。より詳しい情報について
は、フルーク･ネットワークスの Web サイトに収録され
ている「CableIQ 配線検証テスター ユーザーズ･マニュ
アル」を参照してください。 

W安全に関する情報
W警告X

火災、感電、人身事故を避けるため、次のことを厳
守してください。

• ISDN デバイスを含む稼動している電話線の入力、
システム、機器などにテスターを絶対に接続しない
でください。このようなインターフェイスに存在す
る電圧に晒されると、テスターが破損する場合があ
ります、とユーザーへの感電の危険性を招くおそれ
があります。電源警告記号 () が表示された場
合は、テスターとの接続を切断してください。

• テスターを使用する前に、安全性情報冊子をお読み
ください。

コントロール

AYE01
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CableIQ スタート･ガイド
ユーザー初期設定の指定
ロータリー･スイッチを SETUP に合わせてから、
および  を使って、設定を選択します。

• ユーザー ジョウホウ : この 3 行のテキストは、
オートテスト結果と共に保存されます。

• ゲンゴ / ftm: 表示言語を選択します。長さ測定の
単位をフィートまたはメートルから選択します。 

• ジカン / ヒヅケ : オートテストに保存される時間
スタンプの設定。

• ジドウデンゲンオフ : テスターをオンのまま維持
するか、15 分間操作しなかった場合にオフにする
かを選択します。

テキストの編集
キーを使って、[ショユウシャ ノ ジョウホウ ] および [ID
ヲ ニュウリョク ] 画面のテキストを編集します。

: 編集したいフィールドを選択し強調表示します。 

: カーソルを移動します。最後の文字を越えてカー
ソルを移動させると、文字セットの中の最初の文字を挿
入できます。
: 強調表示されている文字を変更します。

 Ins: 強調表示にした文字を含む文字セットにある、
一番最初の文字を挿入します。
 Del: 強調表示されている文字を削除します。

SHIFT と  または SHIFT と :文字のセットを変更し
ます。

利用できる文字セット
A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z

a b c d e f g h i j k l m n o p q r s t u v w x y z

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

#"!$%&'(  )*+, -  / : ;<=>?@[  \  ]^_  ` {  |  }  スペース
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ケーブル･テストの接続
ケーブル･テストの接続
注記

ワイヤーマップを完全に検証するには、ワイ
ヤーマップ･アダプターまたはリモート ID ロ
ケーターを、ケーブルの終端に接続してくだ
さい。
自動テスト中に近端または遠端でパッチ･
コードを使用する場合は、2 m 以上のパッチ･
コードを使用することをお勧めします。

データ･リンクへの接続

AYE10

バス型配線への接続

AYE13
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CableIQ スタート･ガイド
スター型配線への接続

AYE12

同軸ケーブルへの接続

AYE34
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結果アイコン 
結果アイコン
次のアイコンは、オートテストおよび検出画面に表示さ
れます。

 ケーブルは、このアプリケーションにて検証
されました。

 ケーブルは、このアプリケーションでの検証
に適合しません。

 結果は、情報の提供のみで、検証用ではあり
ま せん。ワイヤーマップの結果が不完全で
あるため (ワイヤーマップ･アダプターが使
用されてい ない )、このケーブルに対するア
プリケーション の検証が完全にできません。

 ペアーが開放されています。

 ペアーが短絡しています。




遠端にあるワイヤーマップ･アダプターまた
はリ  モート ID ロケーターとその番号を示し
ます。

 分岐点の検出。

 ハブ、スイッチ、PC NIC カードの検出。ポー
ト  の速度は、10、100、1000 Mb/s です。

 電圧の検出。通常、稼動している電話回線、
ISDN 線、PoE デバイスを示します。

 テスターが稼動している電話回線に接続され
ています。

 ペアーに信号が存在します。

 テスターが終端を識別できません。
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CableIQ スタート･ガイド
ケーブルの接続状態を検出
Discover ( 検出 ) モードを使用すると、ワイヤーマップ
の確認、ケーブル長の測定、ケーブルがネットワーク･
ポート、ビデオ機器、または電話に接続されているかど
うかの検証を行うことが可能です。
ロータリー･スイッチを DISCOVER に合わせてから、ワ
イヤーマップを調べる際には遠端にワイヤーマップ･ア
ダプターを付けて、またそれ以外の時には付けないで、
対撚り線または 75  同軸ケーブルに接続します。検出
モードの結果は保存できません。

対撚り線ケーブルの検出モード

AYE46

分岐点の検出モード

AYE49
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ケーブルの接続状態を検出
ポートの検出モード

AYE48

ワイヤーマップアダプターを使った同軸ケーブルの
検出モード

AYE50

機器に接続されている同軸ケーブルの検出モード

AYE35
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CableIQ スタート･ガイド
MultiMap を使った検出モード
スターまたはバス型配線で接続されている複数の電話
回線のワイヤーマップを検証します。

AYE07

オートテスト使ったケーブルの検証
オートテストを使うと、ケーブルが選択したアプリケー
ションをサポートしているかを確認できます。オートテ
ストの結果は保存できます。
3 ページと 4 ページのようにケーブル配線に接続しま
す。ロータリー･スイッチを AUTOTEST (自動テスト ) に
合わせます。テストとテストするペアーを選択するに
は、 Setup (セットアップ ) を押します。テストを
開始するには、 を押します。 

注記
オートテストは、複数のリモート ID ロケーターの
使用をサポートしていません (MultiMap 機能 )。

テストを保存するには、  を押します。[ゲン
バ メイ ]、[ バショ ]、[ アウトレット ] の名前を入力し
て、結果を識別できます。[ アウトレット ] 文字列の最
後の文字は、オートテストを保存するたびに増えていき
ます。
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トナーの使用
対撚り線ケーブルのオートテスト結果

AYE14

トナーの使用
ロータリー･スイッチを TONE に合わせ、トーン機能を
選択します。2 種類の IntelliTone™ 機能が、Fluke
Networks の IntelliTone プローブで利用できます。他の
4 つのアナログ･トーンは、ほとんどのトーン･プローブ
によって検出できます。

AYE06
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CableIQ スタート･ガイド
リンク LED の点滅

[リンク LED ノ テンメツ ] 機能を使うと、ネットワーク
のハブやスイッチでケーブルがどのポートに接続され
ているかを確認することができます。 

テスターのアナログ･トナー機能は、リンク LED 機能を
利用しているときにもアクティブになります。
ロータリー･スイッチを DIAGに合わせ、[リンク LED ノ
テンメツ ] を選択します。ハブまたはスイッチで、点滅
する LED を確認します。

AYE05
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導通のテスト
導通のテスト
導通機能を使うと、8 ピン･モジュラー･ジャックまたは
同軸コネクターで、開放または短絡をテストできます。

ロータリー･スイッチを DIAGに合わせます。を使っ
て、[セツゾクセイ ] を強調表示にし、、 または
 を押します。

5000  を超える抵抗では、テスターのビープ音は鳴り
ません。抵抗が下がると、ビープ音のトーンとリズムが
上がります。

AYE37

�
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CableIQ スタート･ガイド
導通トナーの使用
ロータリー･スイッチを DIAGに合わせ、[セツゾクセイ
] を選択します。抵抗が下がると、ビープ音のトーンと
リズムが上がります。

AYE38

クロストークおよびインピーダンス障害
の識別
[クロストーク ショウガイ ノ ケンシュツ ] および [イン
ピーダンス ショウガイ ノ ケンシュツ ] 機能を使うと、
対撚り線ケーブルのペアーでクロストークおよびイン
ピーダンス障害をすばやく確認できます。
ロータリー･スイッチを DIAGに合わせ、[クロストーク
ショウガイ ノ ケンシュツ ] または [ インピーダンス
ショウガイ ノ ケンシュツ ] を選択してから、または
 を押します。通信規格とテストするペアーを選択
してから、 を押します。ワイヤーマップ･アダプター
または ID ロケーターは必要ありません。
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スピーカー･ケーブルのテスト
スピーカー･ケーブルのテスト
[スピーカー ノ テスト ] は、対撚り線スピーカー･ケー
ブルの配線および位相をテストする、可聴音を生成し
ます。
ロータリー･スイッチを DIAGに合わせ、[スピーカー ノ
テスト ] を選択します。

AYE39

4 クリップのテスト･リード配線 :

+ ペアー 12:緑 + ペアー 45:青

- ペアー 36:オレンジ - ペアー 78:茶色
13



CableIQ スタート･ガイド
電池の交換

Fluke Networks への連絡先

フルーク･ネットワークスは、世界の 50 カ国以上に営業
所を展開しています｡お問い合わせ先について詳しく
は、弊社の Web サイトをご覧ください。

 AXY53

黄色いケースを取り外
し、電池収納部を取り外
します。
単三電池 4 本
(アルカリ電池を推奨 )

典型的な電池寿命は 20 
時間です。

      http://jp.flukenetworks.com/support

infoj@fluke.com

+03-6714-3117

Fluke Networks
6920 Seaway Boulevard, MS 143F
Everett WA 98203 USA

�

14

http://jp.flukenetworks.com/support

	CableIQ スタート･ガイド
	限度付き保証および責任限度
	スタートガイドの利用
	安全に関する情報
	コントロール
	ユーザー初期設定の指定
	テキストの編集
	ケーブル･テストの接続
	データ･リンクへの接続
	バス型配線への接続
	スター型配線への接続
	同軸ケーブルへの接続

	結果アイコン
	ケーブルの接続状態を検出
	対撚り線ケーブルの検出モード
	分岐点の検出モード
	ポートの検出モード
	ワイヤーマップアダプターを使った同軸ケーブルの 検出モード
	機器に接続されている同軸ケーブルの検出モード
	MultiMap を使った検出モード

	オートテスト使ったケーブルの検証
	対撚り線ケーブルのオートテスト結果

	トナーの使用
	リンク LED の点滅
	導通のテスト
	導通トナーの使用
	クロストークおよびインピーダンス障害 の識別
	スピーカー･ケーブルのテスト
	電池の交換
	Fluke Networks への連絡先



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket true
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues false
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts false
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 400
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 400
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (CGATS TR 001)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /ENU ()
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (U.S. Web Coated \(SWOP\) v2)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks true
      /IncludeHyperlinks true
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 6
      /MarksWeight 0.250000
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /RomanDefault
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


